
情報発信や公文書管理・情報公開など第3節

1 	様々な広報活動	様々な広報活動

1	 令和2（2020）年度は、新型コロナウィルス感染症の状況を踏まえ、各種イベントなどは中止又は延期、要領を変更して実施した。特に、自衛隊音楽まつり
は中止し、代わりに「青少年のための3自衛隊合同コンサート」を昭和女子大学人見記念講堂及びBunkamuraオーチャードホールで開催した。

防衛省・自衛隊の活動は、国民一人一人の理解
と支持があって初めて成り立つものであり、分か
りやすい広報活動を積極的に行い、国民の信頼と
協力を得ていくことが重要である。

内閣府の「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」
（2018年1月調査）によれば、国内外に広がる自
衛隊の活動に対し、国民からの期待と評価が高
まっている。この結果を踏まえ、防衛省・自衛隊
の実態がより理解されるように、今後も様々な広
報活動に努めていくこととしている。

また、自衛隊が任務を安定的に遂行するために
は、諸外国の理解と支持も不可欠であることか
ら、自衛隊の海外における活動を含む防衛省・自
衛隊の取組について、国際社会に向けた情報発信
を強化することも重要である。

資料64（「自衛隊・防衛問題に関する世論調査」抜粋）

1　国内外に対する情報発信など

防衛省・自衛隊は、公式ホームページ、ソー
シャルネットワーキングサービス（S

Social Networking Service
NS）、動画

配信など、インターネットを活用した積極的な情
報発信に取り組んでいる。

また、パンフレットや広報動画の作成、広報誌
『MAMOR（マモル）』への編集協力、報道機関へ
の取材協力など、正確な情報を、幅広く、適時に
提供するよう努めている。

さらに、防衛省・自衛隊の活動が世界中に広が
る中、国際社会に対して、その活動を正確に広報
し、諸外国の理解と信頼を得ることも大変重要で
ある。そのための取組として、特に、英語版防衛
省ホームページの一層の充実と英語版Twitterを
活用した迅速かつ分かりやすい情報発信を積極的
に行っているほか、海外メディアへの取材機会の
提供、英語版の防衛白書の作成、英文広報パンフ

レット「Japan Defense Focus（JDF）」の発行な
ど様々な方法により国際社会に向けた情報発信を
行っている。

2　イベント・広報施設など

防衛省・自衛隊では、自衛隊の現状を広く国民
に紹介する活動を行っている。この活動には、陸
自の富士総合火力演習や海自の体験航海、ブルー
インパルスなど空自による展示飛行や体験搭乗な
どがある。また、全国に所在する駐屯地や基地な
どでは、部隊の創立記念日などに、装備品の展示
や部隊見学などを行うとともに、地元の協力を得
て、市中でのパレードを行っている例もある。さ
らに、自衛隊記念日記念行事の一環として、自衛
隊音楽まつりを毎年開催している。1

また、陸・海・空自がそれぞれ主担当となって
観閲式、観艦式、航空観閲式を行っている。2020
年は、防衛省・自衛隊の任務遂行能力への影響の
懸念に加え、新型コロナウイルス感染症の状況か
ら、これまでの観閲式などの実施要領を改め、規
模を縮小し、空自入間基地において、無観客の航
空観閲式を実施した。

広報施設の公開にも積極的に取り組んでおり、

 参照
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市ヶ谷地区内の施設見学（市ヶ谷台ツアー）には、
2021年3月末現在までに約46万5,700人の見学

2	 各体験ツアーの公募は、防衛省・自衛隊ホームページなどで行っている。
3	 陸・海・空自の生活を体験するツアーであり、自衛隊地方協力本部が窓口となって、民間企業などからの依頼を受けて実施している。

者が訪れている。2020年8月からは、同地区にお
いて大本営地下壕跡の公開を開始した。その他、
各自衛隊において、広報館や史料館などを公開し
ている。

3　隊内生活体験

防衛省・自衛隊は、大学生・大学院生又は女性
を対象とした自衛隊生活体験ツアー2や、団体・
企業などを対象とした隊内生活体験3を行ってい
る。これらは、自衛隊の生活や訓練を体験すると
ともに、隊員とじかに接することにより、自衛隊
に対する理解を促進するものである。

開始された大本営地下壕見学

2020年11月28日（土）、防衛省・自衛隊は、航
空自衛隊入間基地において、菅義偉 内閣総理大臣
の観閲のもと、令和2（2020）年度航空観閲式を挙
行しました。
これまでの航空観閲式は、百里基地に数千人の支
援要員を参集して、所要の準備を行っていました。
また、当日は、多くのご来賓等をお招きし、観閲官
である内閣総理大臣から訓示をいただくとともに、
陸上・海上・航空自衛隊の各種航空機による観閲飛
行、ブルーインパルスや米軍による展示飛行などを
披露するなど、大規模に実施していました。

しかしながら、近年の防衛省・自衛隊を取り巻く
状況の変化に伴い、これまでのような大規模な航空
観閲式は、部隊等にとって大きな負担となり、任務
遂行に支障が生じかねない状況でありました。
令和2（2020）年度はこのような状況に加え、新

型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、観閲官の
視察、訓示を中心とし、ご来賓などをお招きしない
新しい形式で航空観閲式を実施しました。また、航
空観閲式の模様について、国民の皆さまにもご覧い
ただけるよう、ソーシャル・ネットワーキング・
サービスを活用し、ライブ映像として配信しました。

新たな航空観閲式について解　説
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4　地域とともにある各部隊の取組

海自は、旧海軍以来の伝統を引き継ぎ海自カ
レーという看板メニューを有している。隊員が各
艦艇の中で毎週金曜日に食べる美味しいカレーの
レシピは秘伝とされ、海自基地の地元の飲食店な
どとも連携し、地域と一体となってご当地海自カ
レーを育んでいる。

なお、この秘伝レシピは海自HPにおいて公開
されている。

空自は、2018年以来、高タンパクかつ栄養価
が高く、安価で調理が簡単である鶏の唐揚げを

「より上を目指す」という意味を込めて、「空自空
上げ」として、マスコットキャラクターの「からっ
と隊長」とともに、定着を図っている。

また、全国各基地のレシピは空自HPに公開す

るとともに、「おおぞらキッチン」と題して空自公
式Twitterなどで調理の様子を簡単にまとめた動
画を配信している。

2020年11月、海自カレーと空自空上げをめ

海自カレー（補給艦おうみビーフカレー）

1972年に導入され、令和までの約50年の長き
にわたり日本の空を第一線で守り続けてきた航空自
衛隊のF-4戦闘機（ファントムⅡ）は、F-35戦闘機
にその席を譲り、多くの隊員に惜しまれつつ令和2
（2020）年度末をもって、すべての運用を終了しま
した。これまで、多くの操縦者とともに空を駆け、
時には各地の航空祭で国民と触れあってきたファン
トムⅡは、航空自衛隊外にもファンが多く、これま
で多数の書籍、写真集、DVDなどで取り上げていた
だきました。そんなファントムⅡの実物は、もう見
ることができないのでしょうか？ ここではファン
トムⅡの退役後の第2の人生を紹介いたします。
ファントムⅡに限らず、これまで航空自衛隊で運
用してきた重要な装備品は、その役目を終えると、
航空自衛隊の各基地や浜松広報館（エアーパーク）、
又は「防衛省所管に属する物品の無償貸付及び譲与
等に関する省令」に基づき、要望される地方自治体、
博物館などにおいて展示機（品）となることが第2
の人生の始まりとなります。
ファントムⅡは、航空自衛隊内においては、これ
まで千歳、三沢、百里、岐阜、新田原及び那覇の各基
地に展示され、令和2（2020）年度は新たに小松、
美保及び築城の各基地並びにエアーパークに展示さ
れ、隊員の士気高揚に役立つとともに、航空祭などに

来基される皆様に楽しんでいただいております。
一方、航空自衛隊外においては、青森県立三沢航
空科学館（青森県三沢市）及び茨城空港公園（茨城
県小美玉市）に展示されています。2011年からファ
ントムⅡを展示いただいている茨城県小美玉市から
は、「とても迫力のある機体を間近で見られてとて
もうれしい」、「機体があるだけでイベントが華やか
になる」というような市民、茨城空港公園来場者及
び職員の皆様の声をいただいており、我々としても
嬉しい限りです。
もしかしたらこの先、別の地方自治体、博物館等
において、ファントムⅡの新たな展示が実現するか
もしれません。お楽しみに。

F－4戦闘機の退役 ～ファントムⅡの第2の人生～解　説
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ぐって海自と空自が対決した結果、海自カレーと
空自空上げのコラボメニュー「空海⤴（くうか
い）」が誕生した。

一方、陸自は、2020年12月、全国各駐屯地の
多様な給食を「陸自飯」として発信し、地域（地産
地消）と人（隊員）を大切にする組織イメージを、
広く国民に周知することとしている。

陸自給食は①戦士としての身体づくりを支え
る、②地域の名産品・特産品を活用したご当地グ
ルメ、③隊員の要望を丁寧に取り上げたバラエ
ティ性をコンセプトとしている。

空上げ普及させ隊、からっと隊長

海幕広報室・空幕広報室共通
「海自カレーVS空自空上げ（からあげ）」の取組
は、海上自衛隊及び航空自衛隊の広報の一環とし
て、「海自カレー」及び「空自空上げ」をアピールし、
それぞれにある多くのレシピを各ご家庭で調理し、
召し上がっていただくことで、「海自カレー」及び
「空自空上げ」をより多くの国民の皆様に知ってい
ただき、海上及び航空自衛隊に対して親近感を持っ
ていただければという願いを込めて始めました。	
取組に際しては、組織のトップ自らが一翼を担った
ポスターを作成し、公式SNSで配信することとしま
した。

海幕広報室担当
（1）伝統の味海自カレー
カレーは明治時代の帝国海軍から食べ始められた
長い伝統のある料理であり、海上自衛隊では今でも
毎週金曜日に各部隊でカレーを食べています。海自
カレーは各部隊において独自のレシピがあります。
味付けやアレンジについては、各部隊においてカ
レーを調理する調理員が適宜決めております。各部
隊の代表的なレシピは海上自衛隊公式ホームページ
の「艦めし」において紹介しているほか、海上自衛
隊公式SNSでも各部隊のカレーを発信しておりま
すので、ぜひご覧ください。

空幕広報室担当
（2）新進気鋭空自空上げ（からあげ）
「航空自衛隊全体でより上を目指す」という意味

を込めて「空自空上げ（くうじからあげ）」と呼称し
ており、基地等ごとに地域の名産や地元の食材を使
用した特色あるレシピを作っています。
各基地等のレシピは、航空自衛隊公式ホームペー
ジにおいて紹介しているとともに、航空自衛隊公式
SNSにおける「おおぞらキッチン」のコーナーにお
いても調理法の紹介動画を配信しておりますので、
ぜひご覧ください。
ちなみに、月末の金曜日を「空自空上げの日」と
して、全国の基地等の昼食で提供しています。金曜
日なのは海自に対抗してではなく、「フライ（揚げ
る）デー」だからです（笑）

伝統の味海自カレー VS 新進気鋭空自空上げ（からあげ）解　説
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これらを広く国民に周知するため、SNSを活用
し、全国各駐屯地のご当地グルメを発信するとと
もに、陸自HPに各駐屯地のご当地グルメや隊員人
気のレシピを特集コーナーとして公開している。

また、全国各駐屯地自慢の「ご当地グルメ、ラー
メン、肉料理、丼」を、国民視聴者が人気投票で決
定する「陸自飯グランプリ」を開催し、投票の結
果、北部方面隊真駒内駐屯地の「日本新三大夜景
藻岩山ラーメン」が栄えある栄冠に輝いた。

2 	公文書管理・情報公開に関する取組	公文書管理・情報公開に関する取組

1　�公文書の適切な管理及び情報公開
制度の適切な運用の必要性

わが国において最も重要な制度である民主主義
の根幹は、国民が正確な情報に接し、それに基づ
き国民が適切な判断を行って主権を行使すること
にあり、国民が正確な情報に接するうえで、政府
が保有する行政文書は、最も重要な資料である。
このため、行政文書を適切に管理し、情報公開請
求に適切に対応することは、防衛省・自衛隊を含
む政府の重要な責務である。

2　�公文書の適切な管理及び情報公開
制度の適切な運用の推進

防衛省・自衛隊は、南スーダン日報問題及びイ
ラク日報問題により、防衛省・自衛隊に対する国
民の不信を招いたことを重く受け止めている。

防衛省・自衛隊は、政府全体として公文書管理
の適正化に向けて必要となる施策を取りまとめた

「公文書管理の適正の確保のための取組について」
（2018年7月20日行政文書の在り方等に関する閣
僚会議決定）も踏まえた再発防止策に全力で取り
組み、職員の意識や組織の文化を改革し、チェッ
ク態勢を充実させるなど、行政文書の管理や情報
公開請求への対応の適正化に取り組んでいる。

資料65（防衛省における情報公開の実績（令和2
（2020）年度））

 参照

日本新三大夜景（©夜景観光コンベンション・ビューロー）	
藻岩山ラーメン（真駒内駐屯地）

動画：空自空上げ　番外編総集編
URL：https://www.youtube.com/watch?v=MlsPQyNKXOU

動画：艦TUBE
URL：https://www.youtube.com/watch?v=sTg3a3hUXWQ
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3 	政策評価などに関する取組	政策評価などに関する取組

1　政策評価への取組

防衛省は、政策評価制度に基づき各種施策につい
て評価を行っており、令和2（2020）年度には、防衛
大綱及び中期防の主要な政策のほか、研究開発や租
税特別措置に関する事業の政策評価を行った。

2　�証拠に基づく政策立案（EBPM）
の推進

平成30（2018）年度に「政策立案総括審議官」
を新設するなど、防衛省内における証拠に基づく
政策立案（EBPM）の推進体制を構築し、EBPM
を推進している。

3　個人情報保護に関する取組

「行政機関の保有する個人情報の保護に関する
法律」に基づき、個人の権利を保護するため、保
有する個人情報の安全確保などの措置を講ずると
ともに、保有個人情報の開示などを行っている。

4　公益通報者保護制度の適切な運用

防衛省では、内部の職員などからの公益通報に
対応する制度と外部の労働者などからの公益通報
に対応する制度を整備し、それぞれの窓口を設置
して公益通報への対応及び公益通報者の保護など
を行っている。
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